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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成25年７月12日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

１． 平成26年２月期業績予想の修正について 

（１）連結業績予想の修正 

平成26年２月期第２四半期累計期間の連結業績予想数値の修正（平成25年３月１日～平成25年８月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 45,450 3,770 2,880 1,830 13.32

今回修正予想（Ｂ） 46,300 5,550 4,680 2,950 21.48

増 減 額（Ｂ－Ａ） 850 1,780 1,800 1,120 

増 減 率（ ％ ） 1.9 47.2 62.5 61.2 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成25年２月期第２四半期） 
38,991 1,963 1,229 1,009 7.35

 

平成26年２月期通期の連結業績予想数値の修正（平成25年３月１日～平成26年２月28日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 89,530 5,410 3,620 2,130 15.51

今回修正予想（Ｂ） 91,100 7,160 5,460 3,310 24.10

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,570 1,750 1,840 1,180 

増 減 率（ ％ ） 1.8 32.3 50.8 55.4 

（ご参考）前期実績 

（平成25年２月期通期） 
78,600 3,067 1,530 1,001 7.29
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（２）個別業績予想の修正 

平成26年２月期第２四半期累計期間の個別業績予想数値の修正（平成25年３月１日～平成25年８月31日） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 27,110 1,930 1,140 8.24

今回修正予想（Ｂ） 27,400 3,200 2,020 14.61

増 減 額（Ｂ－Ａ） 290 1,270 880 

増 減 率（ ％ ） 1.1 65.8 77.2 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成25年２月期第２四半期） 
－ － － －

（注）平成25年２月期第２四半期において個別業績を開示しておりませんので、前第２四半期実績を記載しておりません。 

 

平成26年２月期通期の個別業績予想数値の修正（平成25年３月１日～平成26年２月28日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 53,460 2,310 1,360 9.84

今回修正予想（Ｂ） 53,920 3,820 2,310 16.71

増 減 額（Ｂ－Ａ） 460 1,510 950 

増 減 率（ ％ ） 0.9 65.4 69.9 

（ご参考）前期実績 

（平成25年２月期通期） 
40,625 666 600 4.34

 

２．修正の理由 

（１） 第２四半期累計期間業績予想 

第２四半期連結累計期間につきましては、演劇事業において歌舞伎座の柿葺落興行が前回予想発表時以降も

引き続き想定を大きく上回る成績を収めたこと及び映画興行事業において夏興行が好調だったことに伴い、売

上、営業利益、経常利益、四半期純利益において前回発表した予想数値を上回る見込みとなりました。よって、

第２四半期連結累計期間の業績予想を修正いたします。 

第２四半期累計期間の個別業績予想につきましても連結と概ね同様の理由で修正いたします。 

 

（２） 通期業績予想 

通期連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間の修正に伴って、売上、営業利益、経常利益、

当期純利益において前回発表した予想数値を上回る見込みとなりました。よって、通期連結業績予想を修正い

たします。 

通期の個別業績予想につきましても、連結と概ね同様の理由で修正いたします。 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、多分に不確定な要素を 

含んでおります。実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


